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－ 重大な事柄については，誰も信じることは出来ない。（バロス）

－ 同義の諺には“No hay mejor remiendo que el del mismo pa o. 同じ布ほど，良

い継ぎ当てはない”（自分自身で対処するほどうまくいくことはない，だから他人に

任せるな―スバルビィ）

－ 他者の利害，痛み，あらゆることに関して，自分自身の事のように親身になって考え

てくれるような者は，この世にはいないということ。

－ 人の幸福は，移ろいやすく長続きしない，盛んで満ち足りた暮らしの後には，悲しい

不運な出来事が起こるのが常である。（スバルビィ）幸福を手に入れるためには，そ

の前に人は辛い思いをしなければならぬ。（バロス）注：諺の直訳は，“苦しみなしに
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1132．No hay mejor medianero que cada uno por s mismo.

己ほどすぐれた 仲裁人はいない

1133．No hay miel sin hiel.

楽あれば 苦あり
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は，楽なし”で，ここから，バロスのコメントが来ている。筆者は日本語の諺を訳と

してあてた。しかし，日本の諺には“苦あれば楽あり”もあるので，本当のところは，

どちらの解釈でもよい。両方あわせてこうも言う“楽は苦の種苦は楽の種”で，常に

苦楽は伴うものであるということを言い表している。

－ 類義の諺には，“No hay monta as sin ca adas, valles y quebradas. 峡谷や谷間，

山あいの道などがない山はない”（あらゆることには，苦しさと楽しさがある―バロ

ス）

－ “鬼も十八番茶も出花”と同じ意の諺で，年ごろになればどんな娘でも色気がでて魅

力的になるし，粗末な番茶でも，いれたてはおいしいものである。日本の諺は，どん

なものにも必ず盛りがあることをたとえている。スペインのそれは，どんな娘でも盛

りの時は，きれいに見える，しかし，その娘も月日が経つと，きれいでなくなるよう

に，その盛りはほんの一時であることをたとえている。それを強調しているのが“薊
あざみ

の花も一盛り”，“蕎麦の花も一盛り”であろうか。

－ 類義の諺には，“No hay quince feos. 誰でも 15 歳はきれい”，“No hay mozo triste

ni viejo alegre. 陰気な若造も陽気な年寄りもいない”，“No hay ninguna fea, sino

la necia y mal tocada. ブスな娘はいない，ただ愚かで化粧が下手なだけ”，“No hay

pocos a os feos ni muchos hermosos. ブスな娘はいない，きれいな年寄りもいな

い”などがある。

－ 誰もがあれこれと花嫁をこき下ろすし，また，他の女たちも，式にでるため着飾って

いるので。（コレアス）花嫁の自然でない姿の変わり様と花婿の友人たちの悪口など

をいう。（バロス）独身から妻へと変わるおのれの変化が心配で，それほど容姿に気

を配ることができない。（スバルビィ）

－ これらの理由で結婚式場の花嫁は美しく見えない。女友達で羨ましいと思っている者，

花婿の友人たちの中では妬いている者などが率先してとやかく言うのであろう。
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1134．No hay moza fea ni vieja hermosa.

どんな娘もきれい どんな老婆も醜い

1135．No hay mujer hermosa el d a de la boda.

結婚式では どんな花嫁も 美しくない



－ ＜mujer―女，妻＞に関してのほかの諺を見てみよう；“No hay mujer bien casada

que no lo sea a su costa. 努力なしに，良い結婚をしている女は誰もいない”（妻と

いうものは，夫の都合を優先させて自分がしたいことを犠牲にするべきである―バロ

ス），“No hay mujer flaca determinada. 毅然としている女で弱いのはいない”（意

志の固い女は強く，多くの点で男をしのぐものである―バロス，自分のしたいことを

することに，或は，恨みをはらすために，決意した女は強い―コレアス），“No hay

mujer flaca en su intento. 決意した女に弱いのはいない”，“No hay mujer gorda

que no sea boba, ni flaca que no sea bellaca. 愚かでない太った女はいないし，ず

るくない痩せた女もいない”などがある。

－ 人にはそれぞれ自分の癖，生まれつきの性格があるということ。（バロス）

－ 日本の類義の諺には“跳ねる馬は死んでも跳ねる”，“噛む馬は死ぬまで噛む”，“雀百

まで踊り忘れず”，“三つ子の魂百まで”，“産屋の癖は八十まで治らぬ”など，まだ多

数ある。生まれつきの或は，幼児の時の誰におしえられたものでもない癖や習慣とい

うものは，一生変わらないものであるという意。また，スペインの標題の諺，日本の

諺に用いられているたとえを見ると，悪い癖，悪い習慣を指していることが分かる。

－ 死はいつでも思いがけない時に突然やってくるものである。ふつう死を予想して準備

している者などいない。

－ 異表現には“No hay ninguno tan viejo que no piense vivir otro a o. 同訳”

－ 例題：セレスティーナ第４幕，恋をしている若きメリベアに，若さほど当てにならな

いものはないとセレスティーナが，いくつかの諺を引用して説得につとめる，“Tan

presto, se ora, se va el cordero como el carnero. Ninguno es tan viejo que no

pueda vivir un a o, ni tan mozo que hoy no pudiese morir. 子羊も一人前になっ

た羊同様早いところ，屠殺されてしまいます。一年を生きられない老人もいませんが，
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1136．No hay necesidad de ense ar al gato a ara ar.

引っかくことを 猫に教える必要はない

1137．No hay ninguno tan viejo que no piense vivir un a o.

後一年生きられぬと 考えるほどの

年寄りはいない



今日死ぬことがないという若いものもおりません。”（魔女セレスティナ，大島正訳）

－ まさにセレスティーナがいいたいのは，朝は血色もよく元気だった若者が，突然急死

して白骨と化すを謳う“朝
あした

に紅顔ありて夕べに白骨となる”（和漢朗詠集）であろう

し，朝咲いて昼をまたずにしぼんでしまう“朝顔の花一時”，または，若さ，美しさ

などもすぐに消えてなくなる“朝顔の露”であろう。ともかくこの世で栄えている間，

盛りの時期はなんとも短く，はかないことをたとえている諺である。

－ だれにでもその人に似合った結婚相手がいるという意。スペインの諺と日本のそれ

（毛咲草
け ふきぐさ

）のたとえが同じ鍋，蓋で，また両者の意味がぴったり一致した諺である。

直訳は“こんなに汚れた鍋にも合う蓋がある”このたとえを見れば分かるが，バロス

の解釈によると，どんなに惨めな者であろうとも必ず似合う連れはいるという意。こ

こでは，似た者同士はおのずから寄り集まるという“類は友を呼ぶ”とか“牛は牛連

れ馬は馬連れ”の諺と類似している。また，スバルビィ（諺辞典）は，“どんなにた

いしたことがないように見えるものでも，必ず評価してくれる者はいる”とコメント

している。

－ スペインの同義の諺には“Nunca falta un roto para un descosido. 破れ鍋に欠け

蓋”（直訳―布のほころびには似合いの破れ）があり，日本の同義の諺には“合った

釜に似合った蓋”，“似合い似合いの釜の蓋”，“捩
ねじ

れ釜に捩れ蓋”など，似合いのカッ

プルに釜と蓋のペア，鍋と蓋のペアをたとえに使っているのが多い。

－ 悪意とか，下心など何にもなく言った話し手の言葉を悪く取り，さも言った相手が悪

いと感じとる聞き手側の邪心，底意地の悪さを咎めている諺。（スバルビィ）多くの

場合，会話をしていて，聞き手が無礼だと感じるのは，話し手が相手の気に障るよう

なことを言ったのではなく，聞き手のほうに悪意があるからである。（バロス）

－ スバルビィ諺辞典には，異表現で“No hay palabra mala, si no fuere mal

entendida, o mal tomada. 同訳”が見られる。同辞典には，類義で“No hay
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1138．No hay olla tan fea que no halle su cobertera.

破
わ

れ鍋に綴
と

じ蓋

1139．No hay palabra mal dicha si no es mal entendida.

悪い話しかたはない もし悪く取りさえしなければ



palabra bien dicha que no sea bien escuchada. 良い話しかたはない，もし真意を

分かってくれなければ”

－ 悪意のある者には，どんな言葉も悪意があるように聞こえるということ。そんなつも

りで言ったのではないのに相手の反応に驚かされる場合がしばしばあるのは誰もが経

験しているだろう。

－ 人の欠点をあざけるのは最低な行為であるということ。

－ 類義の諺には“Burlando se dicen las verdades. 冗談言いながら，本音吐く”（筆者

の諺辞典，諺175 を参照），“Alguno se burla, que se confiesa. 冗談言う者は，告

白している”，“Burlar con la verdad no es de hombre gal n; o enga ar con la

verdad. 本当の事でからかうのは，スマートな男のする事ではない”（筆者の諺辞典，

諺176 を参照）などがある。

－ 日本の諺“おどけにも人をすさむな”と類義の諺で，たわむれにも他人をもてあそん

で，悪く言ったり，侮ってはいけないと教えている。

－ 敵に回った身内や友人ほど恐い者はいないということ。昔からわれわれの欠点，失敗，

弱みなどをよく知っている家族，友人，職場の仲間ほど敵になると恐ろしい者はいない。

－ 同義の諺には“No hay peor astilla que la de la misma viga. 同じ梁の木っ端ほど

悪い木っ端はない”（コレアス諺集には異表現＜No hay peor astilla que la de la

misma viga; del mesmo（mismo―筆者）madero. 同訳＞が収載されている），“La

lima lima a la lima. やすりが他のやすりをやすりにかける”（同類の二人の敵は互

いを攻撃し合う―バロス，同類で同じくらいの勢力がある者は互いに影響し合う―ス

バルビィ）などがある。この諺では＜lima-lima-lima＞というふうに，同じ単語を

使って語呂合わせをしている―筆者。また，類義の諺には，“No ames a quien am ,

ni sirvas a quien sirvi . 愛したことのある者を愛するな，仕えたことのある者に仕

えるな”（われわれの弱点，欠点をよく知っている者ほど恐ろしい敵はいない―バロ
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1140．No hay peor burla que la verdadera.

本当のことを あざけるほど 最低なものはない

1141．No hay peor cu a que la de la misma madera.

同じ木材のくさびほど 悪いくさびはない



ス），“No hay peor ladr n que el de tu misma mansi n. 同じ屋敷の泥棒ほど悪

い泥棒はいない”，“No hay peor mal que el enemigo de casa para da ar. 害をす

る者で，同じ家の敵ほど悪いのはいない”などがある。同じ＜cu a－くさび＞を使っ

て反義の諺がコレアス諺集に次ぎのように収載されている，“No hay tal cu a como

la del mismo palo; o la del propio madero. 同じ木材のくさびほど良いくさびはな

い”（同種のものはぴったり合う意で，悪人には悪人が合うことをたとえている―コ

レアス）

－ こちらでは，敵に回った身内の恐ろしさを“人は近親によって裏切られる”，“庇を貸

して母屋を取られる”，“獅子身中の虫”などの諺で表現している。

－ 初めから聞く意志のない者に話しかけ，意見を言っても無駄である。（バロス）考え

を変えたくないという者を説き伏せようとするのは，聾者に音楽を聴かせようとする

のに似ている，“Todo eso es lo mismo que dar m sica a un sordo. それら全ては

聾者に音楽を聴かせるのと同じ”（スバルビィ）

－ 同義の諺には“Predicar en desierto, serm n perdido. 馬の耳に念仏”（直訳は，

＜砂漠で説教しても無駄である＞）前半の部分“Predicar en desierto―馬耳東風”

は，成句としてよく使われる。スペイン王立アカデミー辞書によると，“教義とか手

本などを認めようとしない者に向かって言葉或は振る舞いによって甲斐なく試みるこ

と”セルバンテスは，この成句をドン・キホ－テ第二部で三回使っている。

－ まさに日本の次ぎのような諺と同義である；“馬の耳に念仏”，“犬に論語”，“どこ吹

く風”，“右の耳から左の耳”，“蛙の面
つら

に水”，“犬に念仏猫に経”など，いずれも意見

や忠告などをいくら言って聞かせても，聞き流すだけで全然効果がないことをたとえ

ている。

－ 例題：ABC（スペインの新聞）1974-10-24，

“＜Mayor a silenciosa 静かなる大衆＞ Lo que existe en realidad es una

minor a sorda. 現実に存在しているのは，少数の聾者である。Sorda ante la

actitud inquisidora del pueblo ＜No hay mejor sordo que el que no quiere

o r.＞国民の詮索的な姿勢に対する聾者である＜聞きたくない人ほどすぐれた聾者
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1142．No hay peor sordo que el que no quiere o r.

聞きたくない人ほど 酷い聾者
ろうしゃ

はいない



はいない＞ 注：この記事の中では標題の諺で使われている＜peor―より悪い，

酷い＞を＜mejor―より良い，すぐれている＞に置き換えて，聞きたくないことには

耳を塞いでいる少数派を皮肉っている―筆者。

－ 微力であっても根気よく続ければ成果が得られることをたとえて言う。同義では

“La gota de agua horada la piedra. 雨垂
あ ま だ

れ石を穿
うが

つ”がある。（バロス）ある物

がどんなに硬く，ざらざらしていようとも，長年使っているうちにすべすべになって

くる。（スバルビィ）

－ ＜dende―古語で，今日では俗語として用いられる，desde, de all , de l o de ella,

desde all などと同じ，＜dende a un a o―今から一年＞

－ 日本の諺“雨垂れ石を穿つ”，“水滴石を穿つ”，“念力岩をも通す”などと同じで，こ

つこつと根気よく努力し続ければできないことはないことをたとえている。

－ 人というものは，どんなに良いものでも，それを長く続けるとすぐに飽きてげんなり

してくるということ。

－ 飽きないためには，楽に苦が伴うのが丁度いいのかもしれない，そうでないと“楽が

身に余る”（分に過ぎた安楽は人を駄目にする），“暇ほど毒なものはない”，“楽も過

ぎれば毒となる”

－ 人々の長年にわたる知恵と経験によって培われて現代まで伝えられてきた諺は，われ

われに如何に人生を間違いなく生きるかを教えてくれる貴重な指標となっている。

－ セルバンテスが，ドン・キホーテの本の中で繰り返し何回も実際にドン・キホーテや，
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1143．No hay piedra berroque a que dende a un a o no ande lisa al

pasamano.

一年経っても 手すりをつるつるにしないような

硬い石はない

1144．No hay placer que no enfade y m s si cuesta de balde.

うんざりさせない快楽はない もしただならもっと

1145．No hay refr n que no sea verdadero.

真実ではない諺はない



特にサンチョを通して諺を使っているが，それは全ての諺が真実であることを証明し

てくれる；“-Par ceme, Sancho, que no hay refr n que no sea verdadero, porque

todos son sentencias sacadas de la mesma experiencia, madre de las ciencias

todas, …諺はな，サンチョ，真理でないものがないと思えるて。なぜといえば，あ

らゆる学問の母である経験そのものからひきだした簡潔な言葉にほかならぬためだが，

…”（ドン・キホーテ第一部 21 章，永田寛定訳，筆者の諺辞典，諺 504 を参照）ま

た，別の箇所＜第二部 67 章＞でも，ドン・キホーテがこう言っている，“…que los

refranes son sentencias breves, sacadas de la experiencia y especulaci n de

nuestros antiguos sabios; y el refr n que no viene a prop sito, antes es disparate

que sentencia. 諺はわしらが祖先のえらい方々が経験や思索から引き出された短か

な名言なのじゃ。ぴたりと来ない諺は名言どころか，たわごとじゃ。”（高橋正武訳）

また，サンチョは，諺を追っかける諺のほかに，財産はないし，たくわえもないとい

う，だからその財産を好きなように使いたいと。こうして，サンチョは立て続けにい

くつもの諺を全編を通して使っては，諺を強引に引き出して少しもぴたりと当てはま

らないとドン・キホーテにいつも叱られている。

－ 類義の諺には“El que se viere solo y desfavorecido, acons jese con los refranes

antiguos. ひとりっきりで，ひき立てのない者は，古いことわざを調べなさい”（筆

者の諺辞典，諺 504 を参照）コレアスも“いい忠告と真実を述べている諺は，とて

も役に立つことを確信させることわざである。諺はあらゆる事柄についてわれわれに

助言と訓戒を与えてくれる。”と述べている。

－ スバルビィ諺集では，諺についてこう言う，“En boca del vulgo andan los refranes;

pero no salieron de bocas vulgares. 大衆はことわざを口にする；しかし，それら

のことわざは愚者の口から出たものではなかった”（筆者の諺辞典，諺504 を参照）

－ 日本では諺について“牛の鞦
しりがい

と諺とは外れそうでも外れぬ”，“譬
たとえ

えに嘘なし坊主に毛

なし”などと言っている。“ことわざ辞典，岩波”によると，“ことわざには，裏側か

ら表現したり思いがけないたとえを使ったりして，一瞬，間違い（外れる）では，と

思わせるような形のものも少なくない。”また，同辞典によると，日本のことわざの

総数は 4 万とも 5 万とも言われているそうである。スペインのことわざの総数もこ

れを下回ることはないであろう。スペインの標題のことわざは，日本の諺と違い，自

らの正当性を述べてことわざを擁護している。

― 372 ―

（ 8）



－ あらゆる事は，いつかは解決するものである。時というものが結末を明らかにしてく

れるし，また，われわれがしてきた事の結果の清算をつけてくれるのである。（バロ

ス）いつかは，誰にでも自分が犯した罪や，間違いを償う日が必ずやって来るもので

あるの意。（筆者）

－ 同義の諺には，“A cada puerco le llega<o viene>su San Mart ｎ. どの豚にも，サ

ン・マルティンの祭日がやって来る”（一年間主人から餌だけ与えられてものぐさに

過ごした豚に，屠殺の時期がやって来るという意，筆者の諺辞典，諺 8 を参照），

“No hay plazo que no se cumpla, ni deuda que no se pague. 満期にならないロー

ンはないし，支払われない借金もない”，“No hay plazo que no llegue, ni deuda que

no se pague. 期日のこないローンはないし，支払われない借金もない”，“No hay

plazo tan lue e que no le tema el que debe. 借金している者が懸念しないほど遅い

期日のローンはない”（lue e-lejos―遠くに，はるかに，＜心理的に＞ずっと後 etc.）

などがある。これらは，コレアス（諺集）によると，いつかはばちが当たるなどとは

夢にも思ったことがない人を当てこすっている。

－ 類義の日本の諺には“身からでた錆”，“自業自得”などがある，いずれも自分の悪行

は，結局いつか自分で償う羽目になるということ。

－ 本当に仕事が終わると充実感とともに心底からの喜びを感じ食欲も増し，食事がおい

しく食べられる。（バロス）食事が本当においしく感じられるのは，一日精一杯働い

た後で食べるということで，特にこの場合は夕食を指すのであろう。

－ こちらでよく聞かれるのは“一日作
な

さざれば一日食らわず”（伝灯録
でんとうろく

），“働かざる者

食うべからず”などであろう。これは極端すぎるとしても，根底ではスペインの諺と
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1146．No hay r o bravo que no tenga vado, ni plazo que no llegue a

cabo.

どんなに流れが早い川にも 浅瀬がある

どんなローンにも 期限がある

1147．No hay tal comer como al pie de la obra.

仕事が終わって食べるほど

おいしいものはない



通じるものがある。どちらも働くことがいかに大切であるかを言っている。標題の諺

とは反対に“腹が減っては戦ができぬ”というのもある。空腹ではよい仕事は出来な

いので，その前に腹ごしらえをする意で，こちらも同じく勤労の尊さを言っている。

－ 人に好かれる最良の方法は，親切な行為と気を配ることである。（バロス）

－ ここで使われている“servicio”には“勤務，就業，サービス，奉仕，給仕，事業，

業務”などの意味がある。筆者はそれらを総括して“仕事”と訳したが，仕事は仕事

でも，この諺はどちらかというと，“人にサービスをするサービス業に従事している

人”を指すと思われる。人から気くばりの行き届いたサービスを受けるほど気持ちの

いいことはないの意。広範囲の意味では，一人ひとりが専門にしている得意の分野で

技量を発揮させている仕事というものは，われわれを魅了せずにはおかないというこ

と。そういう仕事は他者の追随を許さないものであることを謳う次のような諺がある；

“餅は餅屋”，“船は船頭に任せよ”，“馬は馬方”など。

－ 杖は道理ではなく，暴力と勢力である。（コレアス）

－ 道理を説いて納得させるのではなく，杖を振りかざして暴力をふるい，いうことをき

かせるという意。コバルビアス（宝典）によると，“bast n―杖”は，男たちにとっ

て二番目の武器であり，“pu adas―げんこつ”での殴り合いの後で使われた。（そこ

から“pugna―衝突，闘い”という言葉が出来た。）この杖と“porras―こん棒”は，

正真正銘の武器で頭を粉々に打ちくだくことが出来た。（ここから“porrazos―殴打，

一撃，衝突，aporrearse―殴り合う”などという言葉が生まれた）これらに続くの

が“espadas―剣，刀”で，これによって多くの男たちの命が失われた。たいていの

場合，酒を飲んでいてけんかが始まるのである。

－ これらの類義の諺には“力は正義なり”，“勝てば官軍負ければ賊軍”，“無理が通れば

道理引っ込む”などがある。
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1148．No hay tal hechizo como el buen servicio.

良い仕事ほど うっとりさせるものはない

1149．No hay tal raz n como la del bast n.

杖の道理ほど 効き目のないものはない



－ どんなに愚かであろうとも，自分自身に害を与えるような愚者はいないということ。

（バロス）

－ スバルビィ諺辞典には同義の諺“No hay tonto para su provecho. 自分が得するこ

とには愚者はいない”，“

?

Qu haces, bobo? 何をしているの，馬鹿者？ ―Escribo

lo que me deben y borro lo que yo debo, o/y remato lo debo. オレが人に貸して

いる金額を書いているんだ，それとオレが借りているのを消してしまうか，或るいは，

金額を下げて書くかどちらかだ”（一般的に人というものは，他人の利益には関心を

払わないが，自分の得することには一生懸命になる―スバルビィ）が収載されている。

また，バロス（諺集）は，“最も愚鈍な者でも，自分の利益に関することには特別に

鋭敏になる”と，コメントしている。

－ 徳があるような人でさえも，惨めな生活苦に追いつめられると罪を犯すものである。

（バロス）人は貧乏になると，精神までが貧しくなり卑しいことまでするようになる

ということ。

－ コレアス諺集には，次ぎのような同義の諺が見られる；“No hay virtud ninguna

que necesidad de miseria no la consuma. 惨めな貧困が失わせないほどの徳はな

い”，“No hay virtud y bondad que no corrompa la pobreza y necesidad. 貧困が

堕落させないような徳も善もない”

－ 日本の同義の諺には“貧すれば鈍する”，“敵
かたき

の金でもあれば使う”などがあり，反対

の諺には“貧にして楽しむ”がある。

－ 慎重である事と，臆病である事は違う，“El retirarse no es huir. 退却するという
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1150．No hay tonto que tire piedras a su tejado.

自分の家の屋根に 石を投げるほどの

馬鹿はいない

1151．No hay virtud y nobleza que no abata la pobreza.

貧しさが駄目にしないような 徳も高潔もない

1152．No huye el que se retira.

退却は逃げるに如
し

かず



ことは，逃げることではない”とも言う。（スバルビィ）

－ コバルビアスの宝典の“huir―逃げる，逃亡する”の項目には次ぎのような諺が説

明と共に収載されている；“＜M s vale que digan de aqu huy , que aqu muri .

ここで死んだと言われるより，ここから逃げたと言われるほうがまし＞明らかに敵に

降伏するか，死ぬしかないと分かっていて，しかも逃げることが出来るにもかかわら

ず，敵に向かっていくのは，少しも勇気がある行為ではない。こういう諺もあるくら

いである，＜Mi padre pele contra siete, y mat ronle. わたしの父は七人相手に

闘って，殺されてしまった＞悪習とか罪を犯す機会から逃げるほうがずっと勇気がい

る。猛獣は，（逃げるのを）不名誉と思わずに逃げる，しかし，死の危険をかえりみ

ずに立ち向かっていく猛獣は，見栄と無謀さでずたずたに引き裂かれて死んでいくの

である。また，＜huir＞には，＜時があっという間に過ぎ去る，年をまたたく間に

とってしまう＞などの意味がある。”

－ 例題：ドン・キホーテ第二部28 章，ろばの鳴きまねをしたサンチョが，村人たちに

棒でなぐられている間に，キホーテはそこから逃げてしまった。そこでサンチョが，

遍歴の騎士は従士を見捨てて逃げてもよいのかと，ドン・キホーテに訊く，“－＜No

huye el que se retira.＞－respondi don Quijote－；＜退くのは逃げるのではな

い＞と，ドン・キホーテが言い返した。”（続編二，永田寛定訳）

－ 再起を誓って一歩退くのと，しっぽを巻いて逃げるのとでは，一見同じように見えて

もそうではない。中国古代の兵法である三十六の計略より，追いつめられた時は，逃

げるのが最上の策であるという“三十六計逃げるに如
し

かず”，“逃げるのが一の手”，

“逃げるが勝ち”，“負けるが勝ち”など，困った時は逃げるのが一番よいとおしえて

いる。

－ 悪事を犯す者は，懲らしめられるのではないかと，いつも怖れている。（バロス）良

心にやましいところがなければ，何か言われるのではないか，何らかの咎めを受ける

のではないかとびくびくせずに落ち着いていられる。（スバルビィ）

－ 同義の諺には“No lo hag is y no os lo dir n. 悪事をするな，そうすれば何も言わ

れないですむだろう”，“Al que al cielo escupe, en la cara le cae. 天に唾す”，“El
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1153．No la hagas y no la temas.

悪事身に返る



mal que de tu boca sale, en tu seno se cae. 口から出た悪口は，懐に落ちる（天に

唾す）”（筆者の諺辞典，諺810 を参照）などがある。見出しの諺の直訳は，“悪事を

するな，そうすればびくびくしないですむだろう”

－ 類義の日本の諺には“悪事身に返る”，“身から出た錆”，“天に唾す”などがある。い

ずれも自分の犯した悪事は，やがて自分の身に返ってきて，自分が苦しむようになる

という意。

－ 口語的，隠喩的な表現で財産をすっかり使い果たすこと。（スペイン王立アカデミー

スペイン語辞書）ずっと貧乏な状態のままでいること。（コレアス）

－ コバルビアスの宝典には，“No averle quedado a uno ni cera en el oydo. 非常に貧

しくなった”が収載されている。

－ 例題1：セレスティーナ第12幕，金なら自分の旦那に出してもらえと言うセレスティー

ナに従者のセンプロニオがこう答える，“A tres tales aguijones no tern cera en el

o do. それで三度もこのような大した物を下されたら，旦那さまの耳には，耳くそも

残らないほどのすかん貧におなりだろうよ。”（魔女セレスティナ，大島正訳）注：

“no tern cera en el o do-quedar pobre―貧乏になる，すっからかんになる”

（Bruno Mario Damiani, C tedra, La Celestina）

－ 見出しの諺の直訳は“耳に耳くそも残らないほどの丸裸になる”で，“cera de los

o dos”は，“cerumen―耳くそ”

－ 日本には，極めてまずしく，洗い流したように持ち物が何一つない様子を“赤貧洗う

が如し”と謳う諺があるし，また，倹約してつましい暮らしをたとえて“爪に火を

点
とも

す”，“爪に火点した火で火傷する”などとも言う。
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1154．No quedar a uno cera en el o do.

すっからかんになる




